
導
師
の
臨
済
宗
円
覚
寺
派
管

長
・
横
田
南
嶺
老
師
と
鎌
倉

市
仏
教
会
30
名
の
僧
侶
に
よ

り
執
り
行
わ
れ
た
。
導
師
が

法
要
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
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一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
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地
上
天
国
の
建
設
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「
鑑
真
和
上
と
戒
律
の
あ
ゆ
み
」

展
の
図
録
の
最
後
に
、
江
戸
時
代
中

期
、
大
坂
商
人
の
間
で
「
片
手
に
算

盤
、
片
手
に
十
善
法
語
」
と
称
さ
れ

た
慈
雲
尊
者
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
福

沢
諭
吉
の
「
論
語
と
算
盤
」
ほ
ど
知

ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
日
本
資
本
主

義
の
倫
理
を
形
成
し
た
思
想
と
し
て

は
、
よ
り
重
要
で
あ
ろ
う
。

折
よ
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
２
放

送
「
宗
教
の
時
間
」
で
昨
年
10
月
か

ら
今
年
３
月
ま
で
、
小
金
丸
泰
仙
師

に
よ
る
「
慈
雲
尊
者
の
仏
法
　
こ
の

世
の
ま
こ
と
を
生
き
る
」
が
あ
っ

た
。「
尊
者
」
と
は
釈
尊
の
身
近
な
弟

子
に
対
す
る
尊
称
で
、
戒
律
の
希
求

は
釈
尊
へ
の
原
点
回
帰
運
動
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
同
展
の
末
尾
を
飾

る
に
ふ
さ
わ
し
い
僧
の
よ
う
に
思

う
。
そ
の
意
味
で
、
今
も
戒
律
は
求

め
ら
れ
て
い
る
。

真
実
と
現
実
が
対
極
の
も
の
で
あ
る

か
の
よ
う
に
考
え
る
人
も
あ
り
ま
す

が
、
現
実
と
真
実
を
分
け
な
い
で
、

現
実
の
中
に
こ
そ
真
実
を
見
出
す
べ

き
で
あ
っ
て
、
現
実
を
捨
て
て
真
実

を
求
め
る
こ
と
は
宗
教
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
自
己
の
外
に
真
理
を

見
つ
け
る
こ
と
も
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
矛
盾
し
て
い
る
と
思
え
る
現
実

の
中
に
真
実
が
あ
る
か
ら
で
す
」
と

述
べ
て
い
る
。
仏
教
受
容
に
際
し
、

聖
徳
太
子
が
在
家
の
経
を
選
び
『
三

経
義
疏
』
を
著
し
た
時
代
か
ら
、
そ

の
傾
向
は
今
に
続
い
て
い
る
。

ロ
シ
ア
革
命
の
「
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ

（
人
民
の
も
と
へ
）」
で
は
な
い
が
、

常
に
大
衆
を
意
識
し
、
発
展
し
て
き

た
の
が
日
本
の
仏
教
で
あ
り
宗
教
・

思
想
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
縄
文
時

代
の
狩
猟
採
取
、
弥
生
時
代
の
稲
作

に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
「
平
等
に

コ
ロ
ナ
禍
の
戒
律
と
は

万
葉
学
者
の
上
野
誠
奈
良
大
学
教

授
は
、
近
著
の
『
万
葉
集
講
義
』（
中

公
新
書
）
で
「
漢
字
も
、
儒
教
も
、

仏
教
も
、
律
令
も
、
こ
の
国
に
入
る

と
、
み
ん
な
グ
ダ

グ
ダ
に
な
っ
て
、

日
本
化
し
て
し
ま

う
」「
外
側
か
ら
や

っ
て
き
た
文
化
を
受
け
入
れ
て
、
や

が
て
彼
我
の
差
を
な
く
し
て
し
ま
う

の
が
、
日
本
文
化
の
特
性
だ
」
と
述

べ
て
い
る
。「
鑑
真
和
上
と
戒
律
の
あ

ゆ
み
」
展
で
も
そ
の
こ
と
が
よ
く
理

解
で
き
た
。
で
は
、
な
ぜ
そ
う
な
っ

た
の
か
。

小
金
丸
師
は
「
宗
教
の
時
間
」
の

テ
キ
ス
ト
で
、「
仏
の
深
い
境
地
を
人

間
社
会
の
現
実
か
ら
離
れ
た
理
想
郷

の
よ
う
に
思
う
人
も
あ
り
、
ま
た
、

働
く
」
と
い
う
日
本
社
会
の
あ
り
方

が
あ
る
。
古
代
か
ら
日
本
の
男
女
は

対
等
に
働
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ

と
さ
ら
西
洋
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
。

も
っ
と
も
大
衆
志
向
は
、
常
に
堕

落
の
危
険
を
宿
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
時
代
の
節
目
節
目
に
釈
迦
に
返

れ
、
イ
ン
ド
・
中
国
に
返
れ
の
原
点

回
帰
運
動
が
、
自
然
発
生
的
に
起
こ

っ
て
き
た
。
上
野
教
授
に
よ
る
と
、

万
葉
集
も
中
国
の
漢
字
文
化
へ
の
回

帰
と
捉
え
な
い
と
本
質
は
理
解
で
き

な
い
と
い
う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
日
本

文
化
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
国
境
も
軽
々
と
超
え

る
。
も
と
も
と
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
な
ど
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
あ
る
。

「
戒
律
あ
ゆ
み
」
展
を
見
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
戒
律
と
は
何
か
考
え
て

み
た
。
そ
の
一
つ
は
マ
ス
ク
。
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
マ
ス
ク
の
感

染
防
止
効
果
を
実
証
し
た
の
は
、
い

か
に
も
科
学
技
術
の
時
代
。
煩
わ
し

く
感
じ
て
い
た
の
を
反
省
し
、
こ
れ

か
ら
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
楽
し

も
う
と
思
う
。

い
い
点
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
。
モ

ニ
タ
ー
で
の
会
話
で
、
情
報
に
プ
ラ

ス
感
情
を
交
換
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
。
時
に
は
、
面
と
向

か
っ
て
話
す
以
上
に
効
果
的
な
こ
と

も
あ
る
。

何
よ
り
自
分
の
生
活
圏
で
過
ご
す

時
間
が
増
え
た
の
は
あ
り
が
た
い
。

地
域
の
た
め
に
思
う
存
分
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
は
日
本
い

や
世
界
の
大
き
な
転
換
点
に
な
っ
た

と
言
え
る
日
が
来
る
だ
ろ
う
。

慈
雲
尊
者
の
言
葉
に
「
人
は
人
と

な
る
べ
し
、
こ
の
人
と
な
り
得
て
、

神
と
も
な
り
仏
と
も
な
る
」
が
あ

る
。
小
金
丸
師
は
「
釈
尊
も
人
と
し

て
生
ま
れ
、
そ
し
て
人
と
し
て
仏
と

な
ら
れ
た
の
で
す
。
人
の
道
を
忘
れ

て
仏
の
道
を
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
人
と
し
て
の
行
い
を

全
う
し
て
仏
と
な
る
の
で
す
。
こ
の

条
理
を
明
ら
か
に
し
た
代
表
的
名
著

が
『
十
善
法
語
』
な
の
で
す
」
と
解

説
す
る
。

原
恩
主
義
の
日
本
的
宗
教

上
野
教
授
は
、
日
本
人
の
心
性
を

「
原
恩
主
義
」
と
し
、
一
神
教
の「
原

罪
主
義
」
と
対
照
し
て
い
る
。
今
あ

る
自
然
、
自
分
、
地
域
を
、
災
害
も

含
め
て
大
い
な
る
も
の
か
ら
の
恩
と

受
け
止
め
、
そ
こ
で
生
か
さ
れ
る
自

分
と
し
て
誠
を
尽
く
す
の
が
日
本
人

の
生
き
方
で
あ
っ
た
。
災
害
も
共
同

体
の
罪
と
感
じ
、
そ
れ
を
祓
う
修
行

を
自
分
に
課
す
の
が
日
本
的
宗
教
の

原
点
に
あ
る
。
そ
ん
な
日
本
人
の
原

点
に
回
帰
し
、
新
し
い
時
代
の
倫
理

を
求
め
た
い
。

片
手
に
算
盤
、片
手
に
十
善
法
語

同
追
悼
・
復
興
祈
願
祭
は

東
日
本
大
震
災
の
１
か
月
後

に
鶴
岡
八
幡
宮
で
行
わ
れ
て

以
来
、
11
回
目
。
鎌
倉
の
神

職
、
僧
侶
、
司
祭
、
牧
師
が

心
を
一
つ
に
し
て
震
災
の
犠

牲
者
を
哀
悼
し
、
被
災
者
に

思
い
を
寄
せ
て
祈
り
を
捧
げ

る
。
今
年
は
神
道
30
名
、
仏

教
30
名
、
キ
リ
ス
ト
教
10
名

が
参
加
し
た
。

午
後
２
時
40
分
、
奉
仕
す

る
宗
教
者
一
同
が
雅
楽
と
共

に
舞
殿
ま
で
参
進
し
た
。
舞

殿
に
昇
殿
し
た
後
、
地
震
発

生
時
刻
の
午
後
２
時
46
分
に

鐘
の
音
と
共
に
全
員
で
１
分

間
の
黙
祷
。
一
切
の
音
が
消

え
静
寂
に
な
っ
た
。

最
初
に
鶴
岡
八
幡
宮
を
は

じ
め
鎌
倉
の
神
社
の
神
職
30

名
に
よ
る「
神
道
の
祈
り
」が

捧
げ
ら
れ
た
。
修
祓
の
儀
が

執
り
行
わ
れ
、
神
職
と
参
列

者
全
員
が
共
に
大
祓
詞
を
斉

ス
ト
教
の
祈
り
」
が
捧
げ
ら

れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
雪
の
下

教
会
・
古
川
勉
主
任
司
祭
が

始
め
の
祈
り
を
捧
げ
、日
本

聖
公
会
・鎌
倉
聖
ミ
カ
エ
ル

教
会
の
北
澤
洋
司
祭
と
カ
ト

リ
ッ
ク
大
船
教
会
の
マ
ル

コ
・
タ
ー
デ
ィ
フ
主
任
司
祭

が
聖
書
を
朗
読
し
、
日
本
基

督
教
団
大
船
教
会
の
松
下
道

成
牧
師
が
祈
り
を
捧
げ
た
。

「
世
界
は
試
練
と
困
難
に

直
面
し
て
い
る
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
10
年
、こ
の
10
年
を

わ
か
っ
た
よ
う
に
語
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
10
年
苦
し
み

続
け
て
い
る

人
が
い
る
。

我
々
の
想
像

を
絶
す
る
苦

し
み
と
絶
望

の
中
で
、
聖

書
の
ヨ
ブ
は

嘆
き
、
神
に

社

説

叫
び
続
け
る
。
永
遠
に
続
く

か
と
思
え
る
沈
黙
。
あ
な
た

が
意
識
し
な
く
て
も
、
神
は

あ
な
た
の
す
ぐ
そ
ば
に
お
ら

れ
る
。
共
に
祈
る
こ
と
が
私

た
ち
を
一
つ
に
結
ぶ
こ
と
を

仰
の
は
ざ
ま
で
―
近
代
日
本

宗
教
史
に
学
ぶ
―
」
と
題
し

講
演
。
モ
デ
レ
ー
タ
は
東
京

工
業
大
学
の
弓
山
達
也
教

授
。宗

教
民
俗
学
が
専
門
の
西

村
准
教
授
は
、
佐
賀
県
唐
津

に
あ
る
増
田
神
社
の
信
仰
実

践
に
焦
点
を
当
て
て
、
民
間

信
仰
と
衛
生
観
念
を
考
察
し

た
。日

清
戦
争
終
結
後
、
帰
還

兵
を
通
し
て
コ
レ
ラ
が
流
行

し
、
唐
津
市
大
串
で
も
多
数

の
患
者
が
出
た
。
衛
生
知
識

知
っ
て
い
る
」

カ
ト
リ
ッ
ク
雪
の
下
教
会

古
川
勉
主
任
司
祭
が
主
の
祈

り
を
、
日
本
聖
公
会
鎌
倉
聖

ミ
カ
エ
ル
教
会
の
北
澤
洋
司

祭
が
結
び
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
TEL03-3813-6344  Fax03-3813-8990

（
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２
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０
円
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）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

特
定
非
営
利
法
人
神
道
国

際
学
会
の
主
題
で
、
第
25
回

国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー
「
神
々

と
伝
染
病
Ⅱ
」
が
３
月
９

日
、
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ

ー
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で

開
催
さ
れ
た
。
首
都
圏
で
の

緊
急
事
態
宣
言
延
長
が
な
さ

れ
る
中
、
前
回
と
同
じ
テ
ー

マ
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
宗

教
と
疫
病
と
の
か
か
わ
り
や

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
宗

教
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど

に
つ
い
て
、
３
人
の
研
究
者

が
発
表
し
討
議
が
行
わ
れ

た
。三

宅
善
信
同
学
会
理
事
長

は
開
会
挨
拶
で
、
こ
れ
ま
で

幾
度
か
伝
染
病
の
蔓
延
と
大

震
災
被
害
が
関
連
し
て
起
こ

っ
て
き
た
わ
が
国
の
歴
史
に

触
れ
な
が
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
の

趣
旨
を
説
明
し
発
表
者
を
紹

介
し
た
。
ま
た
、
10
年
目
を

迎
え
た
東
日
本
大
震
災
の
犠

牲
者
に
追
悼
の
意
を
込
め
て

一
同
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

最
初
に
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
学
系
研
究
科
の
西

村
明
准
教
授
が
「
衛
生
と
信

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15
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四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

唱
し
た
後
、宮
司
一
拝
、献
饌
。

斎
主
・
𠮷
田
茂
穂
鶴
岡
八

幡
宮
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上

し
、「
東
日
本
大
震
災
で
損
害

を
受
け
た
郷
々
の
復
興
を
、

鎌
倉
仏
教
界
な
ら
び
に
鎌
倉

キ
リ
ス
ト
諸
教
会
の
主
な
る

人
々
、
集
っ
た
人
々
と
心
を

合
わ
せ
、
10
年
の
節
目
に
合

わ
せ
祈
願
す
る
。
今
も
不
自

由
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る

人
々
が
身
も
心
も
導
か
れ
、

復
興
の
業
に
携
わ
る
人
々
が

心
を
合
わ
せ
、
苦
難
を
乗
り

越
え
、
心
強
く
な
り
、
日
本

が
静
ま
り
守
ら
れ
る
よ
う
に

心
か
ら
祈
り
を
捧
げ
る
。
神

仏
の
分
け
隔
て
な
く
一
つ
の

心
で
、
世
界
に
広
が
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
一
日
も

早
く
払
い
退
け
る
こ
と
を
祈

願
す
る
」
と
、
大
震
災
に
見

舞
わ
れ
た
郷
土
に
住
み
続
け

る
人
々
に
深
く
心
を
寄
せ
、

心
の
安
ら
ぎ
と
静
ま
り
を
願

い
、
一
日
も
早
い
復
興
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息

を
大
神
様
に
祈
念
し
た
。

次
に
「
仏
教
の
祈
り
」
が

読
み
上
げ
る
「
香
語
（
こ
う

ご
）」
を
奉
読
し
た
後
、
僧

侶
と
参
列
者
全
員
が
観
音
経

世
尊
偈
を
読
経
し
た
。
導
師

と
共
に
参
列
者
全
員
が
「
願

わ
く
ば
こ
の
功
徳
を
以
て
、

普
（
あ
ま
ね
）
く
一
切
に
及

ぼ
し
、
我
ら
衆
生
と
皆
共
に

仏
道
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
」
と

「
ご
回
向
」を
唱
和
し
、真
摯

な
祈
り
を
被
災
地
に
送
っ
た
。

次
に
鎌
倉
市
内
キ
リ
ス
ト

教
諸
教
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
、日
本
基
督
教
団
、日
本
聖

公
会
、日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
）

の
司
祭
、牧
師
に
よ
る「
キ
リ

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
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山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「
さ
て
八
日
の

後
、
弟
子
た
ち
は

ま
た
家
の
中
に
お

り
、
ト
マ
ス
も
一
緒
に
い
た
。
戸
に
は

み
な
鍵
が
か
け
て
あ
っ
た
の
に
、
イ
エ

ス
が
来
て
真
ん
中
に
立
ち
、『
あ
な
た
が
た

に
平
和
が
あ
る
よ
う
に
』
と
言
わ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
、
ト
マ
ス
に
言
わ
れ
た
。『
あ

な
た
の
指
を
こ
こ
に
当
て
て
、
わ
た
し

の
手
を
見
な
さ
い
。
ま
た
、
あ
な
た
の

手
を
伸
ば
し
、
わ
た
し
の
わ
き
腹
に
入

れ
な
さ
い
。
信
じ
な
い
者
で
は
な
く
、

信
じ
る
者
に
な
り
な
さ
い
。』
ト
マ
ス
は

答
え
て
、『
わ
た
し
の
主
、
私
の
神
よ
』
と

言
っ
た
。

イ
エ
ス
は
ト
マ
ス
に
言
わ
れ
た
。『
わ
た

し
を
見
た
か
ら
信
じ
た
の
か
。
見
な
い

の
に
信
じ
る
人
は
、
幸
い
で
あ
る
。』」（
ヨ

ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
20
：
26
│
29
）

西
洋
キ
リ
ス
ト
教
の
暦
で
は
今
年
４

月
４
日
が
復
活
祭（
イ
ー
ス
タ
ー
）。
そ
の

後
、
聖
霊
降
臨
の
主
日
ま
で
の
七
週
間

を
復
活
節
と
し
て
祝
う
。
弟
子
た
ち
は

主
の
復
活
を
体
験
し
、
彼
こ
そ
キ
リ
ス

ト
で
あ
る
と
証
言
す
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
の
祝
祭
日
と
も
重
な
る
春

の
祭
り
。
草
木
が
芽
吹
き
、
花
咲
く
大

自
然
の
躍
動
の
中
に
、
聖
霊
の
息
吹
を

感
じ
る
。
か
つ
て
も
今
も
こ
れ
か
ら
も

創
造
主
は
生
き
て
お
ら
れ
る
。
見
え
な

い
神
の
見
え
る
し
る
し
を
感
じ
取
っ
て

い
き
た
い
も
の
だ
。

（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
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４
Ｆ

電
　
話
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３
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３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

天
地
子
の
暮

ら
す
里
山
に
、

タ
ケ
ノ
コ
の
季

節
が
や
っ
て
き

た
。
竹
や
ぶ
に

入
る
と
、
今
年

は
イ
ノ
シ
シ
が
掘
り
返
し

た
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
か

な
り
捕
獲
に
力
を
注
い
で

き
た
の
で
、
数
が
減
っ
た

の
だ
ろ
う
。
例
年
だ
と
、

イ
ノ
シ
シ
が
食
べ
荒
ら

し
、
食
べ
飽
き
た
後
、
人

間
の
口
に
入
る
タ
ケ
ノ
コ

が
、
今
年
は
最
初
か
ら
掘

ら
れ
る
を
待
っ
て
い
た
▼

食
卓
に
タ
ケ
ノ
コ
の
天
ぷ

ら
が
盛
ら
れ
た
の
を
見
て

息
子
が
、「
今
年
も
タ
ケ
ノ

コ
地
獄
が
始
ま
る
」
と
つ

ぶ
や
い
た
。
思
わ
ず
、「
地

獄
で
は
な
い
、
天
国
だ
」

と
反
論
す
る
。
地
獄
は
タ

ケ
ノ
コ
掘
り
、
天
国
は
食

卓
、
さ
し
ず
め
煉
獄
は
大

釜
で
の
タ
ケ
ノ
コ
ゆ
で

か
。
地
獄
の
釜
ゆ
で
の
刑

で
は
な
い
▼
大
量
の
タ
ケ

ノ
コ
に
備
え
、
今
年
は
大

釜
を
二
つ
そ
ろ
え
た
。
夜

明
け
と
同
時
に
タ
ケ
ノ
コ

を
掘
り
、
一
輪
車
で
運
ん

で
、
ぬ
か
を
入
れ
た
大
釜

に
入
れ
る
。
ド
ラ
ム
缶
を

半
分
に
切
っ
た
か
ま
ど

に
、
廃
材
を
く
べ
て
、
１

時
間
。
後
は
冷
め
る
の
を

待
ち
な
が
ら
、
別
の
仕
事

▼
昼
過
ぎ
に
、
大
釜
の
前

に
陣
取
り
、
タ
ケ
ノ
コ
を

取
り
出
し
て
は
出
刃
包
丁

で
切
り
、
皮
を
む
く
。
タ

ケ
ノ
コ
の
香
り
に
包
ま
れ

る
至
福
の
ひ
と
と
き
で
あ

る
▼
次
の
問
題
は
配
り

先
。
最
初
は
「
あ
り
が
と

う
」
と
歓
迎
さ
れ
る
の
だ

が
、
次
第
に
「
も
う
い
ら

な
い
」
に
変
わ
る
。
そ
こ

で
、
身
近
な
人
か
ら
遠
く

の
人
へ
、
そ
れ
も
都
会
へ

と
配
り
先
を
変
え
る
。
資

本
主
義
社
会
に
お
け
る
流

通
の
問
題
で
あ
る
。
流
通

は
価
値
を
生
ま
な
い
と
言

っ
た
マ
ル
ク
ス
は
間
違
っ

て
い
た
▼
最
後
は
、
ど
う

料
理
す
る
か
。
レ
パ
ー
ト

リ
ー
が
今
一
つ
の
妻
を

「
の
び
し
ろ
さ
ん
」
と
お

だ
て
、
レ
シ
ピ
を
調
べ
奮

起
を
促
し
て
い
る
の
だ
が

…
。

儀
の
実
施
状
況
や
法
要
に
関

す
る
相
談
状
況
、
寺
院
で
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
法
務
や

寺
院
経
営
に
対
す
る
不
安
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
か
、
な
ど
総
合

的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
収
集
し

①
全
国
と
東
京
②
首
都
圏
と

関
西
圏
で
比
較
考
察
を
し

た
。
そ
の
結
果
、
葬
儀
、
法

事
の
規
模
縮
小
は
全
国
的
だ

が
東
京
は
簡
素
化
が
顕
著
。

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
む
中

で
、
檀
信
徒
へ
の「
お
便
り
」

な
ど
紙
媒
体
の
価
値
が
再
発

見
さ
れ
た
。
対
面
が
困
難
な

中
で
こ
そ
菩
提
寺
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ

た
。
小
川
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
か
か
わ
ら
ず
、
各
寺
院
の

真
摯
な
取
り
組
み
が
重
要
だ

と
結
論
づ
け
た
。

三
番
目
に
東
北
大
学
総
長

特
命
教
授
で
日
本
民
族
学
会

前
会
長
の
鈴
木
岩
弓
氏
が

『
流
行
病
の
宗
教
民
俗
』
に

つ
い
て
宗
教
民
俗
学
の
立
場

か
ら
講
演
。
鈴
木
氏
は
、
広

く
一
般
の
人
々
が
信
じ
て
い

る
カ
ミ
と
人
と
の
関
係
か

ら
、
流
行
病
に
か
か
わ
る
カ

ミ
の
研
究
を
発
表
。
①
流
行

病
を
起
こ
す
カ
ミ（
疫
病
神
、

病
魔
な
ど
）
と
②
流
行
病
を

阻
止
す
る
カ
ミ
（
鍾
馗
、
ス

サ
ノ
ウ
な
ど
）
に
分
か
れ

る
、
と
ま
と
め
た
。

講
演
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
コ
メ
ン
ト
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
続
き
、

同
学
会
常
任
理
事
の
芳
村
正

徳
・
教
派
神
道
連
合
会
理
事

長
、
神
習
教
教
主
の
挨
拶
で

閉
会
し
た
。

鎌
倉
宗
教
者
会
議
主
催
（
会
長
＝
𠮷
田
茂
穗
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
）
の
東
日
本
大
震
災
追
悼
・
復
興
祈
願
祭
が
３
月
11
日
、

鶴
岡
八
幡
宮
で
執
り
行
わ
れ
た
。
今
年
は
緊
急
事
態
宣
言
の
中
、
新
型
肺
炎
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
関
係
者
の
み
で
開

催
し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
生
配
信
な
ど
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。

神
道
国
際
学
会
主
催
の
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー

「
宗
教
と
伝
染
病
」に
つ
い
て
再
論

「仏教の祈り」を捧げる臨済宗円覚寺派管長の横田南嶺老師

「キリスト教の祈り」を捧
げるカトリック雪の下教
会の古川勉主任司祭

守
氏
に
よ
る
『
巡
査
大
明
神

全
傳
』
に
収
め
ら
れ
た
、
座

談
会
の
発
言
を
例
に
と
り
、

純
粋
な
信
仰
の
住
民
の
立
場

と
、
迷
信
や
民
間
信
仰
と
衛

生
を
切
り
離
そ
う
と
い
う
立

場
と
が
あ
る
の
を
見
出
す
。

こ
の
相
克
を
、
近
代
日
本
宗

教
史
に
お
け
る「
民
間
信
仰
」

の
概
念
の
変
遷
を
通
し
て
、

ど
う
位
置
付
け
る
か
に
論
及

し
た
。

伝
統
的
組
織
宗
教
が
近
代

化
を
模
索
す
る
中
で
、
民
間

信
仰
を
非
合
理
的
な
迷
信
と

し
て
排
す
る
の
で
は
な
く
、

民
心
を
統
括
的
に
教
化
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
肯
定
的

に
摂
取
す
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
ま
と
め
た
。

次
に
、
大
正
大
学
地
域
構

想
研
究
所
・
Ｂ
Ｓ
Ｒ
推
進
セ

ン
タ
ー
主
幹
研
究
員
で
東
京

医
科
歯
科
大
学
非
常
勤
講
師

の
小
川
有
閑
氏
が
、
同
セ
ン

タ
ー
が
昨
年
５
月
、
12
月
に

実
施
し
た
寺
院
向
け
Ｗ
Ｅ
Ｂ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
『
コ

ロ
ナ
禍
が
寺
院
に
も
た
ら
す

影
響
』
に
つ
い
て
発
表
。
葬

を
持
つ
増
田
敬
太
郎
巡
査
が

同
地
に
赴
任
し
、
不
眠
不
休

で
対
策
に
努
め
た
が
、
彼
も

コ
レ
ラ
に
感
染
し
、「
高
串
の

コ
レ
ラ
は
私
が
背
負
っ
て
い

き
ま
す
か
ら
ご
安
心
く
だ
さ

い
」
と
言
い
残
し
て
３
日
後

に
死
亡
。
コ
レ
ラ
が
終
息
し

て
１
年
後
、
住
民
は
感
謝
と

敬
意
を
表
し
て
神
社
を
建

立
、「
巡
査
大
明
神
」
と
し
て

祀
り
、
増
田
神
社
は
疫
病
の

守
り
神
と
な
っ
た
。
大
正
期

に
は
警
察
関
係
者
の
注
目
を

集
め
「
警
察
神
」
と
し
て
顕

彰
さ
れ
、
戦
後
は
人
類
愛
の

権
化
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

西
村
准
教
授
は
、
昭
和
41

年
に
開
か
れ
た
地
元
住
民
と

増
田
巡
査
の
出
身
地
熊
本
の

人
た
ち
と
の
座
談
会
資
料
に

注
目
。
熊
本
県
の
医
師
内
田

鶴岡八幡宮

東
日
本
大
震
災
追
悼
・
復
興
祈
願
祭

３人の講演者によるパネルディスカッション＝3月9日、東
京・千代田区の会場


